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井
漂
鉄
道

『
夢
や
す
ら
ぎ
号
』

井
原
鉄
道
は
岡
山
県
総
杜
布
と
広
島

県

神

辺

町

間

の
ｐ
ー

カ
ル

私

鉄
、

旧

山

陽

遣
に

沿
っ
た

町

を

結

ん
で
い
る
。

神
戸
を
起
点
に
垣
へ
路
線
を
延
ば
し
て

い
た
山
陽
鉄
遣
が
明
治

別

年

↑
８
９
工
、

岡

山

∫

福

山

間

を

建

設
し

た
と

き
、

路

線

は
海
沿
い
の
比
較
的
平
坦
な
土
地
に
敷
設

さ

れ

た
。

山

陽

鉄

道

は
、

急

行
、

食

堂

車
、

寝
台
車
な
ど
日
本
の
鉄
遣
サ
ー
ビ
ス
の
最

先

端

を

拒
っ
て

き

た
。

瀬

Ｆ
内

航

路

の

汽

船
と
の
激
し
い
競
争
を
か
か
え
て
い
た
か

ら

だ
。

も

ち

ろ

ん
、
ス
ビ

ー

ド

の
確

保

は

最

大
の

使

命
で
あ
っ
た
。

嗣

山

県

硲

部

の
旧

山

陽

道

は
、

小

閉

川

沿
い
の
内

陸

部

を

通
っ
て
い
た
。

鉄

遣
の

恩

恵

に

ヶ

れ

な

か
っ
た
こ
の

地

域
に

は
、

伴

笠

鉄

遣

が

設

立

さ

れ
、

大

正

２

年
。
井

原

ｓ

枕
）
岡

間
に

軽
便

鉄

道
（
軌

間
７
６
２
、、
バ
）
が

開

通

し

た
。

そ

の
後
、

路
線

は

矢

掛
、

神

辺

へ
と
延
伸
さ
れ
た
。
現
在
の
井
原
鉄
遭
の

、
瀕

半

分

に

あ

た

る
。

戦

後
の
そ

－

タ

リ

ゼ

ー

シ
ヨ
ン
普

及
に

伴
い
、

昭

和

蝸

年
（
ユ
９

７
王
）
、

鉄

道

事

業

か

ら

撤

退
し
、

杜

名

は

丼

笠

鉄

道

の
ま

ま

で

路

線

バ
ス
・
貸

切
バ
ス

泰
業

な

ど

を

行
っ
て
い
る
。

昭

和

岨

年

↑

９
６
６
）
旧

国

鉄

に

よ

り

吉
備
線
の
延
仰
と
山
陽
本
線
の
バ
イ
パ
ス

を

冒

的
と

し

て

井

原

線
、

総

杜

ｓ

井

原

∫

神

辺

間

の
建

設
に

着

工
、

井

笠

鉄

道
の

線

路
跡
の
一

部
は
新
線
に
利
用
さ
れ
た
。

だ

が
、

昭

和

砺

体
（
ユ
９
８
０
）
、

採

算

が

困
難
と
さ
れ
一
部
の
線
路
や
鳥
架
が
完

成
し
て
い
た
が
、

丁

事
は

中

止

さ

れ
る
。

昭

和

概

年
（
王
９
８
６
）、

閥

山

県
、

広

島

県
、

周

辺
・
冒

治

体

の

出

資

に

よ

り

第
一、一

セ

ク
タ

ー

の

井

原

鉄

遣

が

設

立

さ

れ

る
。

．丁

事

は
、
蒔

闘

さ

れ
、

平

成

ｎ

年
（
コ
９

９

９
）

ｕ

月

い

目
に

開
業
を

迎
え

る
。

路

線

は

総

杜

∫

紳

辺

闘

姐

号

キ
ロ
、

う

ち

潜

音

∫

総

杜

間

弓

４
ヰ
ロ
は

ｊ

Ｒ

伯

備

線

の

略

線

を

使

瑚

す

る
。

ま

た
、

神

辺

か

ら
Ｊ
Ｒ
福
塩
線
に
乗
入
れ
、
福
凶
駅
発
春

と

な

る

列

車

も

あ

る
。

福

山

ｓ

総

杖

問
の

直
通
列
車
は
両
端
が
ｊ
Ｒ
路
線
を
走
る
珍

し
い

運

用

形
態

で
あ

る
。

今
同
、
乗
車
し
た
列
車
も
福
｛
発
総
杜

行
き
。
井
原
鉄
道
の
誇
る
特
別
企
画
車
爾

『
夢

や

す

ら

ぎ

号
』
ユ
、
両
の

み

だ
。

二

の
叡

両
は
岡
山
市
吉
備
津
出
身
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ

ア
ル
・
デ

ザ
イ

ナ

ー
、

水

戸

閥

鋭

治

氏
の

作

鳥
で
あ

る
。

水

戸

閥

氏

は

Ｊ
Ｒ

九

州

の

特

急

７
８
７

系
「
っ
ば

め
」
、

九

州

新

幹

線
８
０
０

系
な

ど

を

設

計
、

Ｊ
Ｒ
凡

州

の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
鉄

遣

ル

ネ
ッ
サ

ン
ス
」
を

デ

ザ

イ
ン
で

表

現

し

た
。

岡
山
電
鉄
の
超
低
床
車
「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」
も
彼

の
デ

ザ

イ
ン
で
あ

る
。

『
夢
や
す
ら
ぎ
』
は
茜
色
の
塗
装
、
木
調

の
室

内

と
い

う
シ
ッ
ク

な

雰

囲
気
。

土

蘭

曜

鳥

に

だ

期

運

行

さ

れ
て
い
る
。

ア
ー

ト
い
っ

ぱ
い
レ

イ
ル
σ

ー

ド
ヘ
誘
っ
て

く

れ

る

疎

丙

と

し
て

申

し

分
な

い
。

１３８
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舞
属
爾

霧
鑑
藩
襲

轟

福

｛

駅

を

出

た

列

車
は

沿

線
の

中

心

地
、

井

原

駅

に

向

か

う
。

建

設

年

代
が

新

し
い

た
め

路

線
は

殆

ど

高

架

だ
。

３０

分
ほ
ど

で

芹
原
駅
に
着
く
。
ぬ
銀
の
駅
舎
の
屋
根
は

ゆ

る

や

か

な
カ

ー

ブ

で

弓

を
、

駅

帥
の

Ｎ

錐

形

の
シ
ン
ボ

ル
タ

ワ

ー

は

鏑

欠
（
か
ぶ

ら

や
）
を

表

硯

し
て
い

る
。

井

原

帝

は
「
弓
の

町
一
だ
と

い
う
。

話
は

八

冨

余

年

前

に

遡
る
。

平
安
未
期
の
元
暦
２
年

↑
至
８
亘

旧

暦
２
月
、

屋

鳥

含

戦
で
、
平

氏
の

女

官
の

乗
っ

た
小
舟
の
鰯
の
的
を
兇
事
射
抜
い
た
那
須

字

一
。

箏

、

は

平

氏

滅

じ

後
、

恩

賞

と

し

て

丹

後

贈
、
五

賀
｝
件

若

狭

臓

東

宮
｝
廿

武

蔵

国

太

田

荘
・
信

濃

闘

角
、
皿

荘
。
備

中

国

期顎駅のモニュメント

機
鰯
離
穣
騨
藩
聾
鰯
観
簿
概
簿
騨
麓
簿

現
在
の
井
原
市
で
市
内
に
は
那
須
沃
の
菩

提
七
ず

永

洋

寺
、

字

一

公

墳
、

小

菅

城

跡

な

ど

ゆ

か

り
の
史

跡
が

あ

る
。

芹

原

市

で
は

毎

年

８

月

第

３

冒

曜

日

「
与

、

を

偲

ぶ

吉

典

芸

能

祭
」
が

開

催

さ

れ

る
。

私

が

井

原

市

を

訪

れ

た
の
は

２８

同

目
の
祭

り

前

目
。
メ

イ
ン
会

場
の
ア
ク
テ
ィ

ブ

ラ

イ

フ

井

原

で
、

実

行

委

員

長
の

木

山

資

郎

さ

ん

に

お

話
を

う

か
が
つ
た
。

「
井

原

市
は

那

須
与

一

公
ゆ

か
り

の
地

で
、

市

の
ス
ポ

ー

ツ

と

し

て

弓

遭

が

盛

ん

で
し

た
。

私

も

替

か
ら

弓

道

を

し

て

お

り
、

占

典

芸

能

際

に

先

立
っ
て
、
幽

Ｈ

本

最

大
の

弓

遣
大
会
の
井
原
開
催
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

私
は

ま

た

尺

八

を

た

し

な

ん
で

も

お

鱗
甜
懸
鑑
擬
鑑
鑑
憲
灘
淋
欝
鰯
滋
欝
鱒
縫
慈

何

か
で
き

な

い
が
、

と

考
え

ま

し

た
。

与
一

公
の
故
勢
を
題
材
と
し
た
箏
繭
『
扇
の
的
』

の

作

幽

を

大

肩

宗

閉

先

生

に
、

作

詞

舞

を

藤

上

南

｛

先

生

に

お

願
い
し
、

第

旦

同

の

十㎝
典
芸
能
祭
り
を

開
催
し
た
の
が
昭
和

５４
、
年
（
ユ

９
７

９
）
の

こ

と

で

す
一

字

一

公
の

ご

縁

で

那

須

一

族
の

故

郷
。

栃
木
県
大
醐
原
市
や
屋
島
合
戦
の
現
場
・

香

川

県

牟

礼

町

な

ど

と

連

携
、

字

一

尚

頭

の

発

表
、

中

国

か

ら

の

親

藩

公

演
、

蕃

道

展

の
開

催

な

ど

祭

り

は

年

々

盛
ん

に

な

り
。

今
で
は
井
原
帝
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
る
と

い
う
。

メ
イ
ン

会

場
一
ア
ク

テ
ィ
ブ

ラ

イ
フ

井

原

の
王
階
に
は
小
中
学
生
の
番
道
作
品
が
展

示

さ

れ

て
い
た
。

ホ

ー

ル
で

は
、

翌

目
に

傭
え
て
Ｈ
本
舞
蹄
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
余

念

が

な
い
。

案

内

し

て

く

れ

た

実

行

委

貴
の
方
に
話
を

う
か
が
う
と
運
営
委

員
も
出
演
者
の
大
半
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
と

の
こ
と

で

あ
っ
た
。

運
営
に
は
商
業
的
な
ス
マ
ー
ト
さ
は

無
い
か

も

知

れ

な
い
。
で

も
、

皆
、

清

き

活
き
と
動
い
て
い
る
。
本
来
の
意
味
で
の

「
郷

土

萎

能
」
は
こ
の

よ

う

に

産

ま

れ
、

蓬

う

し
て

育
つ
て
い
く
の
だ

ろ

う
。

コ
．
３９



や

か

げ

矢
掛
鮒

瘡
場
町
の
養

井

原
駅

か

ら

東

に
３

駅
、

ｒＯ

数

分
で

矢

掛

駅

に

着

く
。

駅

前

に

は

木

造

の

塔
が

立

っ
て

い

る
。

駅

か

ら

南

に

５

分
も

歩

け

ぱ
、

旧

山

陽

遣
第

㎎

番
目
の
宿
場
、
矢
掛
宿
の
町
並
み

に

至

る
。

Ｈ

本
の

あ

ち

こ

ち

に

江

戸

期
の

宿

場

町
は

残
っ
て
い
る

が
、

こ
二

は

間

違
い

な

く
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ

と
、
言
っ
て

よ
い
。

本
陣
石
井
家
、
脇
本
陣
高
班
家
が
か
つ

て
の

娑
の
ま

ま
で

残

さ

れ
て
い
る
。

と

も

に

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の

は

こ

こ

だ

け
。

し

か

も
、

本

陳
、

脇

本

陣

を

含

む

街

遣

沿
い
の

家

並

み

が
、

旧

山

陽

道

を

挟
ん

で
か
つ
て
の
ま

ま

で

残
さ

れ
て
い
る
。

い
や
、

正

確

に

烹

え

ば

残

そ

う

と
い

う

不

断
の

努

力
が

注
が

れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

何

し
ろ

人

が
生

活
し
、

商

売
し
て
い
る
の
だ
。

．
石

井

家

の

先

祖
は

毛

利

家

家

臣
で

あ
つ

た

が
、

矢

掛
の

町

で
「
佐

渡

屋
」
の

屋

号

で

代
々
酒
造
業
を
営
み
、
矢
掛
宿
本
陣
と
町

年

寄
を

務
め

た

家

柄
で
あ

る
。

、ろ

井
蒙

崖
敷

は
大

き

く

分

け
て
、

公
家

や

参
勤

交

代
の

大

名
、

幕

府
の

役

人
な

ど
が

佑

泊
し
た
本
陛
郭
分
と
、
｛
黍
沢
の
酒
造
関
係
の

蔵
、

長
屋
、

察
な

ど

で
構

成
さ

れ
る
。

本
隣
郡
分
に
は
大
名
か
ら
の
お
礼

茶
碗

本１珪鯖二禾１」踊し犬こ■大孝≡か ら鱒らオ
」１一た 茶撚

ら

頚

疋
な
い
現

場
の

苫

労
が

わ

か
る
。

酒
造
部
分
は
店
士
間
か
ら
土
公
神
が

祀

ら

れ

た

申

土

間
、

米

蔵
、

釜

場
、

酒

蔵
、

中

門
、

絞

り

場
、

そ

し
て

長

屋

門

と

街

道

か
ら

南
に

長
く

伸
び
て
い
る
。

今
、

屋

敷
の

南

側

は

国

道
４
８
６

皆

線

に

廊
し

て
い
る
。

そ
の
先

は

小

田

川
だ
。

か
つ
て

は

屋

敷
の
南

側

が

川

に

面

し
て
い
た
。

小

閑

川
は

商

瀬

舟
水
運
の
盛
ん
で
あ
っ
た
高
梁
川
の
支
流
。

矢
賭
宿
や
漁
造
業
「
佐
渡
屋
」
の
繁
栄
は
、

る
。
本
陣
部
分
の
技
巧
を
凝
ら
し
た
欄
間

や
丹
精
さ
れ
た
庭
な
ど
は
、
蟄
を
凝
ら
し

て
い

る
が

華

芙
で

は

な
い
。

し

か
し
、

例

え

ば

壁
、
簡

に

ど

ん

な

絵

画

や

書

か

掛

け

ら

れ
て

も
、

阿

洋
の

泣

匠
の
絵

画
で

も
，

ひ

け

を

取
る
二

と
の

な
い
空

間

を

供
し

て
い
る
、

そ

ん

な

美

だ
。

改

修

に

際
し

て
、

本

瓦

を

奈
良
の
業
者
に
制
作
さ
せ
た
。
そ
の
厳
格

さ
、

美

に

対

す

る

鋭
い

日
は

こ

う

し

て

培

わ

れ
て
い
っ
た

の
だ
ろ

う
。

１郷
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嫡
艦
蹴
鰯
蓮
義
術
鰯

本

陣

か

ら

北

に

徒

歩
ユ

∫

２

分
、

木

造

の
塔
と
鐘
物
が
児
え
る
。
や
か
げ
郷
土
美

術

館
。

商
さ

鴻

メ
ー

ト
ル
の

塔
は

水

見

や

ぐ

ら
。

小

胃

州

の
水

運
は

肖

然
の

脅

威

と

の
緊
張
関
係
の
対
価
で
も
あ
っ
た
こ
と
が

わ

か

る
。

平

成
２

年

↑

９
９
０
一
の

設

立

に

際

し
て

欠

掛

町
の

町

木
・
赤

松

を

使

用

し

伝

統

工

法
で

建

て
ら

れ

た

本

館
。

旧

山

陽

道
の
町
並
み
や
本
陣
由
脇
本
陣
を

見
慣
れ

た

冒
に

も

何
の

違

和

感

も

な
い
。

書

家

繍

中

塊

堂
（
か
い

ど

う
）
〈
明

治

３０

年

↑

８
９
７

丁

略

和

５１

年
一
１
９
７
６
）〉
、

洋

爾

家

佐

藤

一

菓

い
っ
し
ょ

う
一く
明

治

３８

年
一
王
９
０
８

丁

沼

和

蛎

年
一
－
９
６
０
）、

共

ら

一
やか１

縫
策
掛
鰯
灘
欝
鰯
議
循
察
鰯
篠
綴
綴
鰯
譲

展
示

さ

れ

て
い
る
。

館

内
に

入
り
、

胃
に
つ
い
た

の
は
ロ
ビ

ー

に

並
ぶ
ペ
イ
ン
ト

さ

れ

た

傘

の
作

晶
。

「
｛

学

生
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ

の
作

晶
で

す
。

な
か
な
か
人
気
が
あ
る
ん
で
す
一
と
学
芸

員
の

坂

口

優

子

さ

ん
。

館

内

を

歩

く

と
、

常
設
展
示
室
と
並
び
小
申
学
生
の
絵
鱒
作

姑
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
技
巧
に
お
い
て
は

払」棚
ず

る

ま

で

も

な
い
が
、

の
び

の
び

と

描

か

れ
た

絵

画
が

並
ん
で
い
た
。

木
ｎ
東
館
長
に
お
話
を
伺
う
と

「
開

館

当

初

か

ら
、

展

示
だ

け

で
な

く
、

地
域
の
人
々
が
活
用
す
る
美
術
館
を

胃

指

し
て
き

ま

し
た
。

絵

画
、

俳

句
、

書

道

な

ど
幅
広
い
講
座
が
あ
り

ゃ
か

㌶

㍍

手
。
現
在

…

名

碗

年
７
月
７
閏
の
サ
イ
ン
が
あ

る

く

ら

い
の

受

講

者

が

月

が
正
し
く
は
５
蘭
と
の
こ
と

に

王

∫

２

回

の

講

座

に

－

輻

・
鍵

鞘
鍵

鍵

、
鞠

≡

舳
謹

韓

災
⑳
偶
然
㊧
機
会
を
歴

史
駒
稼
鑓
棄
講
縫
す
篇

菊
鐙

欝
頑
慈
総
滋
邊

坂

口

さ

ん
が
、

ふ

と

口
に
し

た

二

「
ピ
カ
ソ
の
こ

と

は
ご

存
知

で

す

か
一

聞
け

ぱ
こ

ん

な
エ
ピ

ソ
ー

ド

だ
っ
た
。

矢

掛

町

出

身
で
、

当

時
一、

菱

地

所
の

杜

長
職
に
あ
っ
た
渡
邊
武
次
郎
氏
が
昭
和

蜘

年

↑

９
６
５
一
渡

欧
し

た

時
、

南

仏
の
ビ

カ
ソ
の
丁

房

を

訪
闘
、

ピ
カ
ソ
の

作

品
を

貿

い

求
め

て
、

写

真

を

撮
っ
て

い
る
と

こ

ろ

に

ピ
カ
ソ

本

人
が

現
れ

た
。

た
ま
た
ま
、
渡
邊
氏
の
背
広
の
上
着
に

あ
っ
た
タ
バ
コ
の

焼

け

焦

げ

の

穴
を

見
つ
け

た
ピ
カ

ソ
は
、

笑
い

な
が

ら

「
絵
を

描
い
て

穴
を

隠
し
て

や

ろ

う
■

と
ー
言
い
出

し
た
。

渡

邊

氏

は

ワ
イ

シ
ャ
ツ
の

ポ

ケ
ツ
ト

に

描
い
て

と

リ
ク
ェ
ス
ト
。
ビ

カ
ソ

も

快

諾
、

そ
こ

に

描
い
て

く

れ
た
。

渡
邊

灰
は

平

成

９
年
一
且
９
９
７
）
王
０
３

歳

で

逝

去

さ

れ

た
。

生

飾
、

美

術

館
に

は

様
々
な
提
言
や
寄
付
を
さ
れ
て
き
た
。
逝

去

後
、

ご

遺

族

か

ら

件
の

ワ

イ
シ

ャ
ツ

と

そ
の
時
工
房
で
求
め
た
ピ
カ
ソ
の
絵
凧
３

点

が

美

術

館

に

寄

贈

さ

れ

だ
。

ピ

カ
ソ
の

工
房
訪
間
時
、
穴
の
あ
い
だ
背
広
を
着
て

い
彪
の
は

金

薫

の
偶

然

だ
。

し

か
し
、

人

々

⑳
思
い
淡
集
い
、
美
術
館
の
歴
史
に
新
た
な

！
。へ
ー

ジ
淡

刻

豪

ね

た
の
で
あ

る
。

μユ



書

ぴ

の

ま

↓
ざ

．．
ひ

吉
備
真
備
と
麗
碁
の
話

誌
は
飛
鳥
時
代
未
期
ｓ
余
良
跨
代
に

飛
ぶ
。

あ

ち
二

ち

飛

ん
で

串
し

訳
な
い
が
、

そ

れ

だ

け

こ
の

一

帯

に

様

々

な

年

代
の
史

跡
。
逸

話

が

残

さ

れ

て
い

る

と

ご

塊

解
い

た

だ

き

た
い
。

ま

た
、
こ
こ

で
は

ア

ー

ト

を

ム

義

に
「
披

芸
」
と

解

釈

願

い
た
い
。

闘

碁

の
話
で

あ

る
。

二
の

時

代
、

備

中

国
止
卜

遣

（
し

も
つ

み

ち
）
郡
、
小
閑
州
流

埣

現
在
の
矢
掛
町
か

ら
倉
敷
市
真
備
（
ま
び
一
町
を
統
冶
し
て
い

た
の

は

下
遣

氏

で
あ
っ
た
。

吉

備

脚
の
造

山

苫
墳
、
作
｛
古
壇
の
雄
造
者
に
も
比
定
さ

れ

る

下

遣

箪
の

流
れ

を

く

む

名

家

で
あ

る
。

、
ヂ

遺

真

備
、

後

の
冷

備

臣

真

備

公

は

持

統

９

年
一
７
９
５
）
、

下

遭

沃
の

当

主

圏

勝
（
く

に

か
つ
）
の

子
と

し
て

生
ま

れ
た
。

真
備
公
は
養
老
元
年
（
７
玉
ヱ

跳

歳
で

留

学

生

と

し

て

入

唐
、

天

平
７

年
く
７
３
５
）

多

く

の

典

籍

と

と

も

に

帰

国
。

そ

の

後

聖

武
、
大

皇
、

光

閉

纂

尼

の
寵

愛

を

得

て

劣

備

朝

版
一
あ

そ
ん
一
の
姓

を

蝪

る
。

天

平

勝

宝

３

年
（
７
５
２
）
遺

忠

副

使

と

し
て

再

皮

人

府
、

翌

年
、

僧

鑑

真
を

伴
っ
て

ー

８

ぽ

種

子

島

に
漂
春
す
る
も
帰
国
す
る
。
帰
陶
後
右
大

臣

に

昇

進
、

学

者
か

ら

大

照

ま

で

ω

阯

し

た
の

は

公

と

菅

原

遭

真
の

み

だ

と

い

う
。

唐

人
た

も

が

公

の
智

カ

を

試

そ

う

と
、

消

時

胃

本
に

は

無
い
と

さ

れ
て
い
た
、

囲

碁
の

勝
負
を
そ
の
道
の
名
人
に
挑
ま
せ
た
。
勝

負
は
接
戦
だ
っ
た
が
最
後
は
公
が
そ
の
知

烙
で

勝
っ
た
。
こ

れ

が

公

を

我
が

国
の

踊
碁

の

開

祖
と

す

る
と
い
う

逸

誘
で
あ

る
。

平
成

蝸

年
（
２
０
０
土

５
岩
に
矢
掛
町

合

併

５０

周

年

を

記

念

し
、

考

備

真

傭

公

園
で

闘

碁
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
が

開

催

さ

れ

た
。

テ
ン
ト

張

り
と

は
い
え
、

野

外
で
の
対

局
と

い
う
ユ
ニ
ー

ク

な

大

会

だ
っ
た

と
の
二

と
。

鋼

像
の
曹止
循

公

も

千

数

函

年

ぶ

り

に

打
つ

て
み

た

く

な
っ
た
の
で
は

な

か
ろ

う

か
。

ア
ー
ト

ヘ
の
ス
タ
ン
ス

ニ

ニ
ま

で

紹

介

し

た

様

々

な

ア

ー

ト
、

い
ず
れ
も
単
に
眺
め
た
り

禦
災
し
た
り
と

い

う

類
の

も

の
は

な

い
。

様

々

な
レ
ベ
ル
の

人

々
が
、

そ

れ

ぞ

れ

白

主

的
に

参

加
で

き

る

仕

組

み
が

あ

る
。

地

元
の

人
に

と
つ
て
二

れ

ら

の

イ
ベ
ン
ト
ヘ
の

参

加

は
、

ご

く

Ｈ

常

的

な
こ
と

な
の
だ

ろ

う
。

推

測

だ

が
、

渡

邊

氏

が

ビ
カ

ソ

に

接

し

た

態

度

も
、

そ

ん

な

層

肘
の

張

ら

な

い
ス

タ

ン
ス
だ
っ
た

の
で
は
。

だ

か

ら

気

難

し
い

と
一、一、口
わ

れ

た

ビ

カ

ソ

も
．

ご

く

陽

気

に
ペ
ン

を

走

ら

せ
て

く

れ

た
の
だ

ろ

う
。

μ２
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蟹
綴
畿
灘
幽

襲
糧
議

丼
原
鉄
道
の
終
着
駅
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
伯

備
線
㍍
口
備
線
へ
の
乗
換
駅
で
あ
る
総
杜
駅

か

ら

北

方

に

約

｝

６
ヰ
ロ
、

徒

歩
■
で

約

蛎

分

の
と
二

ろ

に

雪

舟

ゆ

か

り
の

弁

山

宝

禰

箏

が

あ

る
。

東

福

寺

派

巾

木

山

の
禅

キ

で
、

永

和
２

年
一
王
３
７
６
一
築
、

鳥

さ

㎎

ら

メ

ー

ト
ル
、

丹

塗

り

も

芙

し
い
一一」
璽

の

塔

は

鰯
の

重

文
に

指

定

さ

れ
て
い
る
。

〕

本

の

水

墨

繭

史

ト
，、

最

大
の

は
、
匠
で

あ
る
雫
冊
は
室
町
中
期
の
応
永

η

年
（
て

４
２
０
一
、

備

中

国

赤

他

に

牛

ま

れ
、

幼

く

し

て

修

行
の
た

め

宝

禰

寺

に

煩

け

ら

れ

た
。

し

か

し
、

絵

ば

か

り

揃
い
て

経

を

読

も

う

と

し

な

い
雪

舟

を

戒
め

る

た

め

和

尚

が

彼

を

枕

に

縛

り

付

け

た
。

し

ば

し

後
、

和

尚

が

行
っ
て

み

る

と

雪

舟
の

足

元

に

ネ

ズ

ミ

が
い
る
。

驚
い
た

和

尚

が

傍

に

寄
っ
て

兇
る

使

い
、

自

ら

落

と
し
た
涙
で
描

い
た

も
の

だ
っ
た

と

い

う
。
．
圃

聖

嚢

灘

鐵
一

雪
舟
の
誕
生
逸

話

で

、

そ

の

、
不

一

像

が

あ

る
。

至４３


